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新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策等について
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感染者数の高止まりを打破するために...

①引き続き、感染対策を徹底

若い世代の行動変容に期待しています

②若い世代への
ワクチン接種の推進
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若い世代は感染しても軽症で済む...？

✓症状や後遺症に苦しんでいる方も多い

●高熱、頭痛、倦怠感、喉の痛みによる食欲不振など

●１０日間の自宅療養後 ...

倦怠感や咳、味覚障害等の後遺症で苦しみ、

社会復帰ができない方もいます
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オミクロン株、特にBA.2は感染力が強い

✓大切な家族に病気療養中の方や高齢者の方
がいれば、重症化や命にかかわる可能性が
あります

友達や家族、
社会のつながりの中で、
どう行動すべきかを考えてみてください
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医療機関の現状

診療・検査医療機関は、毎日のように発熱患者さん
を診ながら、通常の医療をこなしていく診療が３か月
以上となり...

多くの医療機関が疲弊しており、限界にきています
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ワクチン接種をご検討ください！

✓「怖いから打たない」という方に聞いてみると...
「痛いのが嫌」「熱が出るのが嫌」という方が多くいらっしゃいます

⇔副反応は、大体の方がおよそ２日間で治まります

✓追加接種の効果
●発症予防は7割に、重症化予防は9割に回復します

● 8割以上3回目接種が終わった高齢者では、 感染者が半減
しています
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ワクチン接種をご検討ください！

●18歳以上の成人の方々、特に20代、30代の方、
ぜひ多くの方にワクチン接種をお願いします

●初めての方もぜひ接種してください

※一度も接種していないと、若い方でも重症化するケースがあります

✓多くの方が接種してこそ、
日本のコロナ感染状況がおさまります

●接種会場は医療機関、集団接種会場ともに余裕があります。
これからでも遅くありません
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